
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～坂井市の 26年後は？その１～ 

国立社会保障・人口問題研究所から、全国の市区町村の「将来推計人口（平成 22

（2010）～平成 47（2035）年）」が公表されました。この推計によると、現在から約 26 年後の

平成47年には、坂井市の総人口は83,582人（男 38,855人、女 44,727人）となるそうです。

推計どおりに人口が推移すると、平成 17 年国勢調査（92,318 人）から約 9,000 人も減少す

ることになります。 

 

推計年 平成 22年 平成 27年 平成 32年 平成 37年 平成 42年 平成 47年 

総人口 92,362 91,544 90,088 88,287 86,158 83,582 

男 44,173 43,567 42,636 41,537 40,298 38,855 

女 48,189 47,977 47,452 46,751 45,860 44,727 
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The statistical report of Sakai City 

今回の数字 

坂井市人口（推計人口）の推移人

坂井市人口推計結果

資料：国立社会保障・人口問題研究所 

『日本の市区町村別将来推計人口』（平成20年 12 月推計） 



○推計方法の概要 

 5 歳以上の年齢階級の推計は、「コーホート要因法」が用いられています。「コーホート要

因法」とは、基準年次の男女別年齢別人口（※1）基準人口）を出発点とし、これに仮定され

た男女年齢別生残率、男女年齢別移動率、出生率（子ども女性比）及び出生性比（0～4歳

性比）を適用して将来人口を求める方法です。推計は下図の順序で行われており、仮定値

が①～④まで、それぞれ設定されています。 

※1）基準人口：平成 17年国勢調査（10 月 1日基準日）の男女・年齢（5歳階級）別人口が用いられ

ています（下表のとおり）。年齢不詳の人口は按分して含められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 年後の平成 27年の人口を推計する場合は、上記の平成 17年人口が平成 22年推計

人口に置き換わり、仮定値は全て27年の値を使用します。以降の推計は、同様に5年ずつ

遅らせて使用します。今回の推計にあたり使用している各推計年の仮定値は別添のとおり

です。（推計値は、福井県全体の将来推計人口との間で補正を行っているので多少異なります。） 

☆ 今回の数字の答え☆:坂井市将来推計人口（平成 47 年） 
次回に続きます。 

平成 17年男女・年齢別人口に、それぞれ該当する平成 17年～22年の5年間の生残率（5年後に生
き残っている確率）の仮定値をかけます。 

① 

② 平成17年男女・年齢別人口に、それぞれ該当する平成17年～22年の5年間の純移動率（人口に占め
る転入（転出）超過数の割合）の仮定値をかけます。（転入出される方を増減します。） 

①②より、5歳以上男女・年齢別推計人口が算出されます。 

③ 上記で算出された15～49歳女性の推計人口から、平成22年子ども女性比（15～49歳人口に対
する（0～4歳人口の割合）の仮定値をかけて、0～4歳人口を算出します。 

④ ④で算出された 0～4歳人口に、平成 22年 0～4歳性比（出生する子どもの性比）の仮定値をか 
けます。 

①②③④より、平成 22年男女・年齢（5歳階級）別推計人口が算出されます。 

平成 17 年坂井市年齢別人口（国勢調査） 

資料：総務省国勢調査報告書

 

平成 22 年人口推計のフロー 

国立社会保障・人口問題研究所 


